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新生児殺に至った「家族」に関する実証的研究

－加害者となった母親が妊娠を秘匿した

背景要因の検討－

日本女子大学学術研究員/子どもの虹情報研修センター研究部

西岡弥生

本報告は、「新生児殺に至った家族に潜在する問題解決のパターンの検討－母親が加害者となっ
た５事例の分析からー」子どもの虹情報研修センター『平成29年度研究報告書 嬰児殺が起きた
『家族』に関する実証的研究』の一部を加筆・修正しまとめたものです。 1
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Ⅰ．研究の背景-１
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図表1. 児童虐待事例件数（年齢別）（根岸 2019）
厚生労働省, 2004-2017, 表番号3・4；専門委員会, 2018：8-9より作成

・０歳児のなかでも、新生児殺（生後24時間以内）と他の嬰児殺（1歳未満）で
は明らかに異なる特徴がある（例えば、Resnic 1970；Friedman et al.2005）

・死亡事例（心中以外のみ）においては、0歳児の割合が突出して多い（図表１）。

・新生児殺（生後24時間以内）の場合、加害者に精神障害はみられず、若い未婚
の母親が、望まない妊娠であるため妊娠を秘匿・否認するという特徴が示され
ている（Friedman et al. 2005；田口 2007）
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嬰児殺12事例
（金井2018：177）

余裕のなさ

孤立
（身近な家族から関心をよせられない）

養育負担を背負う母親

自立能力の低さ

問題解決能力の低さ

新生児殺 5 事例
（上野2018：188）

様々な事情を抱えた家族との同居

「家族に妊娠を知られたくない」

＝平成27-28年度嬰児殺に関する研究＝

Ⅰ．研究の背景-２

父（生物学的）の
責任の問われなさ

精神障害

【嬰児殺及び新生児殺の背景】
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Ⅱ．本研究の目的

・本研究の目的は、新生児殺（生後24時間）の防止
に向けて、加害者となった母親が、家族の状況を
含め社会的にいかなる状況におかれていたのかを
探ることにある。

5

・具体的には、母親たちに共通する妊娠の「秘匿」
の背景要因を明らかにするため、母親の立場から
みた家族の潜在的な問題解決の構図について分析
を行い、新生児殺の背景にある家族の状態像を検
討する。

Ⅲ．研究方法
【分析対象】

子どもの虹情報研修センター（2018）『平成27-28年度嬰児殺に関する研究』における新生児殺５事例
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図表３．
対象事例一覧（西岡 2019）
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Ⅲ．研究方法

【倫理的配慮】

個人情報の保護並びプライバシーの保護を遵守し、匿名性の確保を徹底する倫理的配慮を行った。

【分析枠組み】

家族危機理論のABC-Xモデルを援用し、家族の問題解決のパターンを検討した。

【分析手順】

まず、裁判傍聴記録から得られたデータを時系列に整理し、新生児殺発生までのプロセスを検討した。

次いで、家族内で発生した問題を各トピックとし、

その際の母親の状況と母親を取り巻く家族成員の状況について、

ABC-Xモデルの構成要素に基づいて分析を行った。
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A（ストレス源） 母親の当時の家族生活を脅かす出来事

B（対処資源：対処の仕方） C（ストレスの認知）による母親・家族の対処

C（ストレスの認知） A（ストレス源）に対する母親・家族の認知

X（危機） ABCの一連の問題解決に向けた行動によってもた
らされた家族の状況

図表５．
新生児殺発生までの問題対処の分析枠組み

(Hill,R(1958)より作成)

図表４．
構成要素の内容(Hill,R(1958)より作成)

8

Ⅳ．結果－事例１
同居の家族成員（7人） ジェノグラム

父母世帯
父親（有職）、母親（求職活動中）、第１子（7歳）、
第2子（5歳）、第3子（2歳：幼稚園入園前）

祖父母世帯
父方祖父（退職しアルバイト）、父方祖母（病弱）
※近隣に父方伯母（父の姉）が在住

【新生児殺の妊娠】

・父親は妊娠に気づくが母親が
何も言わないのでどうしてか
と思い聞くのが怖かった。

・母親は家族の会話で同居祖母
が妊娠に否定的だと認識した。

・父母は妊娠の話題を避け、出産
に至った。

・出産後母親「嬉しかったです。
きちんとでてきてくれたから」

図表6.事例１

【祖父母との同居生活】

・母親は病弱な祖父母に遠
慮し育児と家事を担い、
家計を助けるため求職。

・父親は仕事だけやってい
ればよいと、家のことは
母親に任せきりだった。

・家のなかに「母親の居場
所をつくっていない」状
態で多世代の家族生活を
維持した。

【事件以前の妊娠】

・経済不安から父母は中絶を
考え父方祖父母に相談した。

・家族で議論し出産すること
に決めたが、その後父親と
母親は「表面上の会話だけ
でちゃんと話をすることは
なかった」
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Ⅳ．結果－事例２
同居の家族成員（6人） ジェノグラム

・父母世帯
母（パート）、父（有職）、第１子（8歳）

・祖父母世帯
母方祖父（有職）、母方祖母（有職）、
伯父（母の兄：有職）

【祖父母との同居生活】

・父親はギャンブル・浮気で
浪費する生活を送った。

・母親は赤字の家計管理をひ
とりで抱え、家族に内緒で
窃盗等の反社会的な行動で
経済的な問題に対処し多世
代家族の生活を維持した。

・父母は「争うことが好きで
なく喧嘩が少ない」関係
だった。

図表7.事例２

【新生児殺の妊娠】

・母親は父親はに妊娠を告げたが
夫婦で出産準備にについて話し
合いはなかった。

・母親は祖母に「二人目ができた
ら家を出て行ってもらう」等自
立を促されていてた。

・母親は父親に流産したと嘘をつ
き父親は疑わなかった。

・以前の妊娠同様に「祖父母が何
とかとしてくれる」と思った。

・出産後母親は「その日だけは４
人で一緒に過ごしたかった」

【事件以前の妊娠】

・母親は高３年で妊娠し父親だけ
に告げ、卒業後の就職先倉庫で
出産した。

・父親は「ちゃんとしてくれると
ころがあるって知らなかった」

・出産後父母は母方祖父母を頼り
同居し子育て生活を始めた。
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Ⅳ．結果－事例３
同居の家族成員（3人） ジェノグラム

・祖父母世帯
母親（保育士）、母方祖父（有職）、
母方祖母（不明）

・叔父世帯
叔父（母の弟）、叔父の妻、甥（0歳）

【事件以前の異性関係】

・母親は保育士として勤務する。
合コンやSNSで知り合った異
性との交際を望み、数人の男
性と性交渉をもつが、正式な
交際にはいたらなかった。

・父親は妻とのセックスレスを
解消するため、妻帯者である
ことを隠し、セックスフレン
ドを求めて合コンに参加した。

図表８．事例３

【祖父母との同居生活】

・母親は祖母と異性関係に
ついて話をしたことはな
く、「うまくやってきた」
状態を保つことで多世代
の家族生活を維持した。

・祖母は母親が男性との交
際や性交渉に無縁と思い、
身体の丸みの原因が妊娠
と考えなかった。

【新生児殺の妊娠】

・父親は避妊具をつけない性交を求め、
母親は怒られていると感じ応じた。

・妊娠の不安をもつ母親を、父親は
「めんどくさい」と連絡を絶った。

・妊娠した母親は「自分で何とかする
しかない」と流産を試みた。

・出産後母親「赤ちゃんが声をあげ
たので、このまま大きな声で泣かれ
てしまうとお母さんに気づかれてし
まう、早くどうにかしないと」
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Ⅳ．結果－事例４
同居の家族成員（7人）出力 ジェノグラム

・母世帯
母親（ファミリーレストラン、コンパニオン）
第1子（11歳）、第2子（6歳）、第3子（2歳）

・祖母世帯
母方祖母（弁当屋）
母の弟・祖母の第4子（15歳）
母の妹・祖母の第5子（11歳）

【新生児殺の妊娠】

・コンパニオンの仕事で知り合っ
た複数の男性と性交渉をもち妊
娠。中絶費用がなく出産。葬儀
費用もないため遺棄した。

・父Dと交際し父Dが妊娠に気づ
き母に尋ねたが、母は否定した。

・中絶費用が高額なため「家族に
相談しても困るだけ」と出産・
殺害・遺棄した。

・出産後母親は「私が捕まったら
３人の子ども達の生活はどうな
るのかかわからなくて」「（出
産後）とりあえず毎日仕事に
行ってました」

図表９．事例４

【事件以前の妊娠】

・母親は未婚の母子家庭で育ち中
学時に祖母が交際相手の子ども
を出産したことで、「自分の家
は他の家と違う」と感じた。そ
の後に男性と性行為を経験する
が、避妊は相手任せだった。

・母親は高３年で後輩男性の子ど
もを妊娠し定時制通学・仕事・
育児を担うが、職場の男性と親
しくなり結婚は破談。

・父親は、子どもの認知も養育費
も拒否した。

【祖母との同居生活】

・父Bとの間で妊娠・中絶・出
産、結婚・離婚・復縁・再離
婚を経験し、ダブルワークで
３人の子どもの育児を担った。

・父Bは仕事をせずDVがあった。
・子育てのパートナーが祖母し
かいない状況で、祖母から福
祉手当を含む収入を全て管理
されながら、多世代家族の生
活を維持した。

・父Bとの婚姻中は母と祖母の
関係は悪く、祖母の勧めで離
婚。後に祖母との関係は改善。
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Ⅳ．結果－事例５

同居の家族成員（7人） ジェノグラム
・祖父世帯
母方祖父（年金生活）、母方叔父（警備員）

・母世帯
母親（売春）、第1子（知的障害）、

【新生児殺の妊娠】

・売春の苦しさとストレスでパチ
ンコに逃げた。「避妊をしない
方がお金を多くもらえた」ので、
避妊なしで売春し妊娠・出産・
殺害・遺棄を重ねた。

・母親は「家族がバラバラになる
のが怖かった」

・出産後の母親は「誰も仕事をし
ていない中で、すぐ給料はもら
えないので…」と売春を続けた。
「（産まれたばかりの赤ちゃん
は）柔らかくて、温かくて」
「(口を塞ぐ間)地獄のように長
い時間でした」

図表10.事例５

【事件以前の妊娠】

・小学３年で祖父母が離婚し祖母
側で弟と生活。いじめの経験
で「人を信用することはできな
い」と思う。高校生の時に祖母
が他界し祖父と暮らす。その時
期に売春を経験する。

・母親は交際相手の父Aの子ども
を妊娠し結婚・出産するが、実
家に留まり父Aとは別居。

【祖父母との同居生活】

・祖父の失業で父Aと同居し、
父Aの収入で家族は暮らす。

・金銭管理で祖父と父Aが揉
め離婚後、母親は「私が
家族を養っていく」と性
産業に従事し、多世代の
家族生活を維持した。

・母親は生活保護の相談に
行き「冷たくされた」と
感じ、「人を頼っちゃい
けない」と思った。
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Ⅴ．考察－(１)

13

母親の状況 多世代家族の状況

母方実家の
親役割

母の
婚姻状態

子育ての
状態

祖父母から
父母の
結婚生活へ
支援

経済状
態

就業状態 父親
役割

同居祖母の妊娠
に対する感情

類
型
Ⅰ

事
例
１

両親役割
あり

既婚 〇 有り
同居で支援

不安定 多世代就業
母親求職

不作為 否定的感情

事
例
２

両親役割
あり

既婚 〇 有り
同居で支援

不安定 多世代就業
母親就業

不作為 否定的感情

類
型
Ⅱ

事
例
４

未婚の
母子家庭
「普通の家
と違う」

離婚
シングル

△
（ネグレク
トの疑い）

無し
離婚を促し
同居

困窮 母親の収入で
家族が生活

不在 無理解

事
例
５

離婚の
母子家庭
「人は信用
できない」

離婚
シングル

〇 無し
離婚を促し
同居

困窮 母親の収入で
家族が生活

不在 祖母不在

類
型
Ⅲ

事
例
３

両親役割
あり

未婚
シングル

― 無し
実態を知らず

安定 祖父母の
庇護
母親就業

逃避 認識不足
（無縁と認識）

図表11．新生児殺が起きた「家族」の生活状況の整理
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Ⅴ．考察－(２)

不
安
定
就
業
型

多就業世
帯

既婚女性が経済不安で産みたくても産めずにいた新生児殺

・祖父母の支援で、父母は自分達で問題解決する機会を逸した。
・父親は不作為
・母親は祖父母に住居を依存せざるを得なく、妊娠が経済的圧迫を与え家族関係が
悪化することを恐れ身動きがとれなかった。

リスク世
帯

シングルマザーが性産業に従事し原家族の生活を支えた新生児殺

・祖父母は収入源を確保するため、母親の離婚の引き金を引いた。
・父親は不在
・母親は未婚・離婚の母子家庭で育ち、幼少期から社会的な逸脱・排除を経験し、
唯一の居場所の原家族を守ることで必死だった。

安
定
就
業
型

安定世帯 実家の庇護の下で暮らす未婚女性による新生児殺

・祖父母は成人した母親に異性との交際を無縁と思っていた
・父親は逃避
・母親は婚外妊娠で現在の安定した居場所を失うことを恐れた。

宮本（2017）参照し分類

図表12．新生児殺が起きた「家族」の就業別分類

13
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Ⅴ．考察－(３)

【父母世代に対する支援】
＝思春期保健＝
・避妊の知識の普及
・子どもを産み育てたい若年層
向けの支援体制の充実。

＝経済的基盤の保障（助成）＝
・妊娠・出産の安心の提供
・中絶費用の助成

リスク世帯

多就業世帯層

安定層世帯
【祖父母世代に対する支援】
＝女性の生涯健康＝
・高齢期女性の健康支援（不安低

減）

・高齢期女性の子育て世代への
妊娠・出産に関する理解促進

【社会全体に対する支援】
＝感染予防＝
・避妊なし性行為のリスク警鐘

（梅毒増加：女性20代、男性20代～40

代）

・生殖可能年齢層の女性の安易な
性的消費は社会的損失。

・男女共に感染リスクで健康被害

図表14．
新生児殺３類型世帯の分布

Ⅵ．まとめ
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【新生児殺が起こった家族の状況】

①産みたくても産めずにいた「多世代就業世帯」
②母親が性産業に従事し家計を支える「リスク世帯」
③未婚の母親が社会的不名誉を避けた「安定就業世帯」

・母親が社会関係を取り結ぶ際に同居の祖父母が障壁になっていた。
・父親はいずれも不作為・不在・逃避の状況にあった。

【防止にむけて】

・妊娠・感染症拡大防止にむけた性産業への警鐘（避妊の周知）。
・若年層（父母世代）が妊娠・子育てを希望する際の支援体制の構築。
・高齢女性（祖母世代）の健康支援。
・高齢女性（祖母世代）が若年層（父母世代）を理解・助言できるよう支援。
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16



2019/12/22

9

Ⅷ．文献

17

Friedman,S.H., Horwitz,S.M., Resnic,P.J., 2005, Child murder by mothers: A critical
analysis of the current state of knowledge and a research agenda, Am J Psychiatry, 162,
1578-1587.

金井剛, 2018,「総合的所感」『平成27-28年度嬰児殺に関する研究』子どもの虹情報研修センター, 
177-179.

厚生労働省, 2004-2017,「福祉行政報告例」表番号3・4.

社会保障審議会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関する専門委員会, 2018,『子ども虐待による死亡
事例等の検証結果等について第14次報告』厚生労働省．

上野昌江, 2018,「平成27-28年度嬰児殺研究」『平成27-28年度嬰児殺に関する研究』子どもの虹情報
研修センター,185-190.

Resnic,P.J., 1970, Murder of the Newborn: A psychiatric Review of Neonaticide, Am J 
Psychiatry, 126, 1414-1420.

Hill, R. 1958. 1. Generic Features of Families under Stress. Social casework, 39(2-3), 139-
150.

宮本みちこ, 2017,「若者の自立に向けて家族を問い直す」『地方に生きる若者たち インタビューか
らみえてくる仕事・結婚・暮らしの未来』旬報社．

西岡弥生, 2019,「新生児殺に至った家族に潜在する問題解決のパターンの検討―母親が加害者となった
５事例の分析かた『平成29年度研究報告書 嬰児殺が起きた「家族」に関する実証的研究』子どもの虹
情報研修センター,25-77.

18

謝辞

・本研究の調査の基盤となった『平成27・28年度研究報告書嬰児殺に関する研究』
子どもの虹情報研修センターにおける研究者の皆様に心より御礼申し上げます。

・『平成29年度研究報告書嬰児殺が起きた「家族」に関する実証的研究』
研究代表者である川﨑二三彦先生には貴重なご助言を賜りましたこと
この場をお借りして深謝申し上げます。

・ご清聴ありがとうございました。

17

18


